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令和 4年

12.10 ▼[土]
令和 5年

2.26 [日]
[ 9：00～16：30]
前期／令和 4 年 12 月 10 日 [ 土 ] ～令和 5 年 1 月 15 日 [ 日 ]
後期／令和 5 年   1 月 17 日 [ 火 ] ～令和 5 年 2 月 26 日 [ 日 ]
■ 休 館 日 ：12 月 12・19・26 日、12 月 29 日～ 1 月 3 日、

■ 観 覧 料 ：無　料
1 月 10・16・23・30 日、2 月 6・13・20・24 日 ふじかぐちゃん

〒417-0061　静岡県富士市伝法 66 番地の２
T E L . 0 5 4 5 - 2 1 - 3 3 8 0 　  FA X . 0 5 4 5 - 2 1 - 3 3 9 8
https://museum.city.fuj i .shizuoka. jp
E-mail　museum@div.city.fuji.shizuoka.jp

①太原崇孚雪斎像
※後期展示

②今川義元像　※後期展示

③武田信玄騎馬像

①・②臨濟寺蔵／静岡県静岡市（当館撮影）　
③法源寺蔵〔高田家旧蔵〕／静岡県富士市（当館撮影）

「善得寺」・「河東第一之伽藍」は「太原大和尚年忌法語」（富士市立富士文庫蔵）より作成。
※富士市今泉にあった善得寺は「河東第一之伽藍」と呼ばれた。「河東」とは富士川以東の駿河東部を指した。
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みどころ弐！！

！！

新出資料
富士に伝わった信玄騎馬像

みどころ壱義元・雪斎師弟、
470 年ぶりに河東へ

みどころ参暗愚？ダメ息子？
実はがんばった今川氏真！！

武田信玄騎馬像
法源寺蔵〔高田家旧蔵〕
静岡県富士市

（当館撮影）

太原崇孚（雪斎）頂相
清見寺蔵／静岡県静岡市

（当館撮影）

今川氏真判物
個人蔵

〔中里八幡宮・多門坊文書〕
静岡県富士市

（画像提供／東京大学史料編纂所）

須津八幡宮を管理する多門坊に
対し、義元のときと同じく保護す
ることを約束した書状。

武田家の家臣・高田氏
に、河東の一部を領地
として与えた書状。

武田信玄判物
富士市立中央図書館蔵

〔高田家文書〕
静岡県富士市
（当館撮影）

今川義元像（部分）
臨濟寺蔵／静岡県静岡市

（当館撮影）※後期展示

ふじかぐちゃん
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■講　　師：丸島和洋氏（東京都市大学准教授）
■日　　時：令和５年１月２８日（土）１３：３０～１５：３０
■会　　場：富士市交流センター会議室１（富士市富士町 20-1 富士市交流プラザ 2Ｆ）
■定　　員：一般６０名（申込者多数の場合抽選）
■受  講  料：200 円（資料代を含む）
■申込期間：１２月１５日（木）～１２月２８日（水）
■申込方法：電子申請（右記二次元コードまたは当館Ｗeb サイト）、
　　　　　　または博物館へ直接来館。

■講　　師：博物館職員
■日　　時：令和５年２月２３日（木・祝）９：３０～１２：００
■集合・解散：富士市教育プラザ駐車場（富士市八代町 1-1）
■定　　員：一般２０名（申込者多数の場合抽選）
■受  講  料：無　料
■申込期間：１月１５日（日）～１月３１日（火）
■申込方法：電子申請（右記二次元コードまたは当館Ｗeb サイト）、
　　　　　　または博物館へ直接来館。

■日　　時：令和４年１２月１１日・令和５年２月５日（日）１０：００～１４：００
■内　　容：〔12/11〕かぶとを作って戦国武将と記念撮影しよう！
　　　　　　 〔２/5〕   足軽コース！Ｍｙ陣笠とＭｙ旗差物を作ろう！
■会　　場：〔12/11〕旧稲垣家住宅（広見公園内）
　　　　　 　 〔2/5〕　 富士山かぐや姫ミュージアム工芸棟
■受  講  料：各回 10０円（材料費）　　　■定　　員：各回とも先着 30 名（申込不要）

「武田信玄・勝頼の河東支配」　

「河東第一の伽藍・善得寺を推理する」　

博物館の日特別講座「なりきり戦国時代 ～キミは足軽？武将？～」　

■日　　時：令和４年１２月１７日（土）、令和５年１月２２日（日）、２月１９日（日）１１:００～１１:３０
　　　　　　  令和４年１２月２５日（日）、令和５年１月１４日（土）、２月１２日（日）１４:００～１４:３０
■会　　場：富士山かぐや姫ミュージアム展示室５（申込不要）
■受  講  料：無　料
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講演会

吉原中央駅③番線に乗車、広見
団地入口下車、徒歩３分。

交通・アクセス

東名高速富士ＩＣより徒歩 20 分。

西富士道路大淵・広見ＩＣより１分。

富士駅、新富士駅、吉原駅より車で
15 ～ 20 分。
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